

１　学年・単元名　　第４学年　読んで考えたことを話し合おう

『ごんぎつね』（読むこと）
２　単元目標
・物語を読んで、感じたことや考えたことを進んで話し合おうとしている。
（関心・意慾・態度）
　 　 ・場面の移り変わりに注意しながら、登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述をもとに想像して読むことができる。
（読むこと・ウ）

 　　 ・友達の意見との共通点や相違点を見つけ、様々な感じ方があるということを理解し、感想を伝え合うことができる。　　　（話すこと・聞くこと・オ）

３　本時の目標
・ごんの行動から、いたずらが楽しくて仕方がない、兵十を困らせたいという気持ちを読むことができる。
・ごんの行動や考えに着目し、この村のことをよく知っていて賢いきつねであるということを理解する。

４　本時の展開

	学習活動
	指導上の留意点
太字：つまずきに対する手立て

	１　前時の振り返りをする。

　　・ごんはいたずら好き
　　・ひとりぼっち
　　・ずるがしこい
２　本時のめあてを確認する。


（１）一の場面を音読する。

(２)ごんと兵十の行動から、ごんの気持ちを考える。

　　　・早く外に出たいな

　　　・あっ兵十がいるぞ、いたずらしたい

　　　・魚を川に投げたらどうなるだろ
　　　　う
　　　・兵十びっくりするぞ

(３) ごんと兵十の行動から、兵十の気持ちを考える。

　　　・うわっやられた

　　　・せっかくとったうなぎが・・・
　　　・おっかあにあげたかったのに、最悪だ
　　　・どろぼうぎつねめ

３　考えたことを意見交流する。

４　ごんに名前を付ける。

	○ごんのいたずらは、泥棒や放火等、とても悪いことであることを確かめる。

○ごんの性格や特徴が分かる部分を、叙述を基に整理させる。
○本時の課題を意識しながら音読する。
○音読を通して、登場人物の気持ちが変わったと考えられる一文を選ばせ、その文を取りかかりとして、ごんの気持ちを考えさせる。

○ごんの視点に立ち、ごんの言葉で書くようにさせる。
〇ワークシートには、ごんの気持ちを考えさせたい行動だけを抜き出し整理しておくことで、気持ちを考えやすくしておく。
○ごんの気持ちを確かめたうえで、兵十のごんに対する思いを考えるように促す。
○発表の際には、その根拠や理由を付け加えるように声をかける。
○友達の考えを吹き出しの周りに書き込むようにして、気持ちの変化を整理させる。
○班になって、一の場面のごんを一言でまとめさせる。

○自分の付けたごんの名前を一人ずつ発表し、さらにそれを一つにまとめていくように話させる。


児童に見られるつまずき


　登場人物の性格や気持ちの変化、情景などについて、叙述をもとに想像して読むことができない


つまずき解消に向けた指導のポイント


　登場人物の気持ちが変わったと考えられる一文を選ばせ、叙述をもとに選んだ理由を勾留させることで、行動の背景にある心情について考えられるようにする





指導事例集ｐ．９３





ワークシート②使用





いたずらをしたくなったごんの気持ちを考えよう





ワークシート③使用









